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　2017年アメリカ新大統領にドナルド・トランプ氏が就任した。アメリカを守るために保
護政策を取り、アメリカへの移民を制限し、不法流入者を国外追放し、海外からの輸入品
特に中国からの物品に高い関税をかけ、今までイデオロギーの違いで反目していたロシア
との距離を縮め、そして前大統領が日本の医療保険を見習い、国民皆保険に近づけたオバ
マケアを否定するという見解を示している。
　アメリカの学会に参加した際にタクシードライバーと雑談をしたことがあった。50歳程
度の男性で、健康診断をし、生活習慣病が見つかり、胃内視鏡と血液検査の精査を行った。
請求書には＄8400（約100万円）とあり、実際には＄150（約12万円）で済んだと言ってい
た。請求書が運転席前のダッシュボード内にあり、わざわざ見せてくれた。オバマケアに
感謝していると言っていた。医師を尊敬しており、現在東ヨーロッパで勉強している自分
の子供も医師にするのだと言っていた。
　さて、これからのアメリカの医療はどうなるのだろう。国をあげて皆保険で生きている
日本人にとっては考えられない話である。関税を保護貿易的にかけていくと国内の安い物
品は高騰し、市民は購入不可能となり、生活を圧迫される。生活に余裕のある方々はとも
かく、日本よりも貧富の差の激しいアメリカでは、ますます差が激しくなると予想される。
世界中を敵に回したテロ集団IS（Islamic State）に流れるアメリカ人も出てくるのではな
いかと非常に懸念される。また暴動や犯罪など頻発するのではないだろうか。日米安全保
障も先はどうなるか不透明である。ヨーロッパでもイギリスがEUを脱退しようと進んで
いる。イギリスに活動拠点を持つ日本企業も移動を余儀なくしている。次にEUを脱退す
るのはどこの国だろう。アメリカはロシアに近づき、ビジネスを始めようとしている。韓
国は大統領と側近、トップ企業の経営陣との癒着で大揺らぎしている。
　世界の行方は今後も日本に大きく影響してくるだろう。そんな時、やはり知恵と力を持
ち備えていなければならない。では医師としてそのような力をつけてくれるのは何だろう
と考えた時、やはり発信する力であろう。言葉で表現する、技術で表す、その他いろいろ
あるかもしれない。さしあたり、論文を書くトレーニングこそ力をつけるものと思う。過
去の論文等でバックグラウンドを作り、事実、結果をしっかりと把握し、結論を導くため
の考察をする。そこには創意工夫があり、創造力が必須である。その創造力を鍛える意味
でも若い先生方には書くトレーニングを積んでいただきたい。今回は、論文数が極めて少
なく残念であるが、是非、書く力も備えた優秀な医師になってほしい。日本を守るために
も発信力を身に着けよう。
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